
（2）研究溝動の概要

石　塚　鰭　遺（応踊生物化掌系）

　植物に対する除草剤の選択作用機構についてRI標識除草剤を用い，その体内挙動を追跡するこ

とにより研究した。植物の光合成その他代謝系の種特異性を明らかにした。特に内生物質である

ALAの殺草作用機構について実験した。農薬の植物一土壌系における残留代謝，一脱塩素化能につ

いての研究例の集積も行った。培養組織を用いた薬理作用の解明，抵抗性発現機構について研究し

た。1985年2月6日より同15日までアメリカ雑草科学会大会（シアトル）において日本の除草剤薬

理の研究を紹介した。又1985年ユ1月24日より同年12月5日までタイ国に出張し…第10回アジア大平

洋雑草学会にて研究発表をし，タイ国農業局のR1研究に対して技術援助活動を行った。

1）Takahashi，A．．K、互shizuka（ユ985）Se1ective　Action　of　Orbencarb　in　Wheat　and　Crabgrass．

　Weed　Res．、Japan30，21－29

2）Yogo，Y．，K．Ishizuka（1985）To1erance　of　Fi㎎er　Mmet　to　Propanil．Weed　Res．，Japan30，ユ23－

　130
3）　Ishizuka，K．，賞．Matsumoto　（1985）　Effect　o童Temperature　on　Se1ectiv三ty　of　Si㎜etryn　and

　Di㎜etha㎜etryn　in　Severa1Cultivars1Proc．10th　Conf．Asian　Pacific　Weed　Sci．Soc．4ユー48

4）今長谷共利，松本宏，石塚暗造（1985）　グリホサートとグルホシネートの作用に対するアミ

　ノ酸添加効果．雑草研究30，別号33－341

5）小林勝一郎＊，一瀬勝紀＊，石塚暗造（1985）　各種一年生植物に対するナプロアニリドの作

　刷生とその体内代謝、雑草研究30，別号157－158．

岩　域　英　夫（生物科学系）

　1．草地群落を対象に，刈取り等の人為作用が群落の構造。微環境，種多様性および植物現存量

に与える影響を野外実験によって調査した。

　2．エネルギー特別研究の一部として，隠岐中ノ島を対象に，森林資源の分布。蓄積量等を調査

するとともに，今後の森林資源の利用可能性について林木の成長モデルを用いて予測を行った。

1）　Mutoh，M1．，M．Kinu三ra，Y．Osh三ma，H．Iwaki（1985）Species　diversity　and　pri㎜ary　productivity

　in　M｛30α〃肋〃∫5伽8η∫｛∫grassiands1．　Diversity　in　relation　to　stand　structure　and　don玉inance．Bot．

　Mag．，Tokyo98，159－170．

2）玉waki，H．，M．Ki㎜ura，N，M耐oh．Y，Oshi㎜a（1985）Species　d量versi支y　aΩd　pri服ary　product量vity

　in〃｛∫6ακfん〃∫∫｛肌θ〃8｛5　grassIands2．　Effects　of　different亘nanage互nent　practices　on　spec三es　diversi－

　ty　and　phyto㎜ass．互n：　“Origin　and　evo1ution　of（玉iversity　in　piants　and　plant　co㎜㎜unities”　（ed．

　H．Hara），345－354，Acad．Sci．Book，Tokyo，

3）岩城英夫（1985）　隠岐島における森林バイオマス資源の評価とエネルギー的利肺丁能性，第
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　3回エネルギーシステム岨経済コンファレンス講演論文集，235－240．

4）岩城英夫（1986）　「生態学概論」，日本放送出版協会，東京，245pp．

梶　　秀樹（社会工学系）

　都市の安全。居住環境管理を主題として，最遅避難モデルの精綴化，災害後の経済。社会インパ

クト分析，安全なまちづくりへの課題描出（京都市）等の研究を行った。また，東京都防災会議の

メンバーとしてメキシコ地震調査を行った。

1）梶秀樹，小泉允囲，熊谷良雄，石見利勝＊（1985）　「居住環境管理と財政運営」，技報堂，

　東京．

2）Kaji　R．，T．Ko㎜ura＊、（1985）An　Event　Tree　Mode亘on　Fire　Outbreak　Risks　in　the　Case　of　the

　Large　Sca五e　Earthquake，Proceedings　of　the　lst　Internationai　Conference　on　Five　Safety　Sc三ence，

　Ga三thersburg，U．S，A．．

3）増山格，梶秀樹（1985）　最遅避難モデルによる大震広域避難計画の検討，都市計画学術研究

　論文集第20号，67－72．

4）梶秀樹，姜良錫（ユ985）　開発途上国のプランナー育成用の地域開発ゲーミング，熊田禎宣編

　「高度情報化社会へのシナリオ」，学陽書房，61－83．

5）梶秀樹（1986）　災害の社会経済的インパクトー一メキシコ地震を事例として一、予防時報！45号，

　16－2ユ．

州　手　瑠　二（社会工学系）

　1．主として県南西地域における新規立地工場の実態調査を実施した。

　2．土浦市の新しい開発の条件について実態調査を行った。

　3．我が国のニュータウン開発の進展実態を整理した。

ユ）川手昭二（1985．6），日本のニュータウン開発の展望，日本都市計画学会シンポジューム論文集，

　昭和60年6月亨2－8．

2）川手昭二（ユ985．工1），複合的機能を有するニュータウン建設の現状と課題王「宅地開発」No．96，

　昭和60年11月，16－23．

河村　武（地球科挙系）

　気候変動の周期性と地域性の研究では文部省科研費総合研究（A）の代表者としてまとめを行っ

た。中気候由小気侯の形成要因の研究に関連して，ヒートアイランドとダストアイランドーの立体構

造とその関連性を調べた。また，日本の天気分布の総観気侯学的研究を行ない，冬の天侯分布の地

域区分をした。！985年5月ソウルで開かれた大気科学と大気質への応用に関する国際会議，1985年

1！月，中国科学院地理研究所が申国無錫で開催した都市地理学国際会議に招待論文を提出し，研究

発表を行なうなどの研究活動を行った。
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l ) Kawamura T. (1986) Air quality in tropical cities, Proceedings of the technical conference on 

urban climatology and its applications with special regard to tropical areas WM0-652, 46-62. 

2 ) Kawamura T. (1986) Regional division of winter weather and local winds in Japan, The science 

reports of the institute of geoscience University of Tsukuba section A 7, 19-39. 

3 ) Kawamura T. (1986) Detailed distribution maps in the percentage frequency of the daily pre-

cipitation in Japan, classified by flow direction at 850mb level, Climatological notes of institute of 

geoscience University of Tsukuba 36, I -62. 

4) 7~J+t~~ (1986) WMO (Wi~~:~~~~+~~f~~~) ~)~~~~~~~<A ~~~:~~~vt~~t) - h 153, 65-81. 

5 ) Kawamura T. (1985) Urban climate from the viewpoint of atmospherlc environment. Jour. In-

tern. Soc. Biometeorology 29. Suppl. 2. 138-147. 

'/~I ~p t~ ,~~~ (~~~~'1~~~~i~) 

1985~r 8 )~ 12-16 ~ ~C/~ 7 ~ ')'1'1~:= Illl ~~ ~ ~:;~r,~~~~"~~ ~Lf*,"^~f~+ 9 ~J~JF~~,*~i-..~?~"+~)i~~F~~)~~~1~, ~ ~( 

~> ~40~~;~~_=~~n~) ~f)~- ft~~~)~ ~ LC~~~-=~~~] L, Reglonal Theory and Models ~) Moderator ~,~5e~c~) 

Regional Analysis ~Cf~~~t~) 2 , 3 ~)~~~~)Commentator ~~ L, ~'O~~~~IL~~i~~~L=~~~yt~=~- 5 frLt, Ei~~ 

i-~~~i ~ ~)~~Fi~~l~ Optlmal Dynamlc Investment Plannlng of Transport Facllitles ~~;~~ls~~~~ L~ 
~'*~ 

~ f+.", 1985~F 8 fJ Il ~ r;f~f*t~~) The 4 th Japan-Australia Regional Science Workshop of the Japan-

= Australla Reglonal Sclence Exchange Program ~ilf~~~= L * , ~.~~~~;f._"Lf,_-. 

9 J] 28 ~ -30 ~ f,fi(~~.~f#.~)^~~~*22~l ~ ~~C~ti;*..~~~~}~+--.A~~IV･14r･'~(jC~ICd~r~ L, "'1~~I~4~~) t~r~~~ ~ ~~:i~~~~~~) 

=F~~:" i~f~~~t~) -~/ :/;~')t>J~~)~i~:~I~5ty;~:~)f,_-. 

11)S 15-17 ~ f~f~~~~~a) Thirty~Second North American Meetings of the RSA (Philadelphia) ICd~r7;i 

LC, iE2;~41~Lf.~ ~ ~)~[nj~~li~, Advanced Information-Oriented Society and the Regional Develop-

ment ~~;~j~i~S~ L, ~>~) Developing Regions: New Analyses a) Chair ~~~~f,_-. 

1986~~ 2 )~ 26- 3 )~ 1 ~ iCf,f~~f~~_~ ~l,f,_-, Twenty-Fifth Annual Meeting of the Western Regional 

Sclence Assoclation i ~irtf# LCI*~t~~*,~*+*~bx?~Fj,~~+~~~:iCf~~~t~) ~~ 'y ~/ ~ :/~**L*~~~~ ~ V+~ 

1 ) ~:~~'1~~(~~i~~~~;*.-~f;f~/~1~~ r*ti;i_.~~~"+~~~~5itJ +i~~r*.15~~=-~, ~~C~~i._~?~~~.--~, B~~n60~rl2Jjl3l~ pp 

249-261. 

2) ~Cpll~".7~~~~;C1),~*=tiix7Fl~~~<~~H; 7r"*7~~~i~~~)~'~*~~:J~l~~(~ln~~'~i~･'R r~~~~.~j,~~~~'-"~~.-..-."=~;~'lEL*;~~+~~t_~:j.~~^~f~+ I EII/'jj~~u"~+r) 

~~~~~:~~ R~ ~ilY~)~ 7~;7~~i~~~~~P=~i;~~;~i~l^~~ I]~~D59LIL12Jｦ20H pp, I -37. 

3 ) /j,~tili.."~'~),~*'*}Ex~~;~f;~~;~5~3~~~l!)~~~~-)LH)lI~~7~i~*~ _ ~)~~R~~'~~"IL~:~ < OC DP B~~D604~ 7 ~ 13~ 

pp. I -41. 

4) ~)J~~'~~~n~~~Z*~~Z~~:/~~¥~~tx~~,~~･~~"~~~~･*i~~nfilal~)~~~~~-~~*~~~_*;kl ~~~~j~~!:~~~;~(=~~~),~='yi~~,~*~~i~~P~~:- r-'*r~l*~~~~~~:~f~~~-ijJi#~J 

^~F}+28~~~'-^~~+12~lJ r*"JL~J._-~f~~;~=n";~l~+J~c~ 19854il2fJ, pp. 34-35. 
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黒　川　　　洗（社会工学系）

　非集計モデルの移転性の検討，Wi1so。型エントロピーモデルのパラメータと都市特性の分析を

行なった。都市施設計画の問題として，駐車場の経営分析を行ない，立地上の問題解明の一」助とし

た。

　国際住宅・都市会議ブタペスト大会，SEATAC都市交通セミナー（マニラ）に出席し，ワーク

ショップ，発表等を行なった。イラク，バグダッド都市交通計画プロジェクトの事前調査に団長と

して参加した。

1）　Kurokawa　T．，H．Ishida，M1．Chua＊、（1985）　Comparative　study　on　the　individual　behavioral

　mode　choice肌odeけor　work　trips　in　Miyazaki　and　Johor　Bahm　City，Proc．of　JSCE365，31－40

新藤静夫（地球科学系）

　ユ．物質の運搬者としての地下水の動態を霞ヶ浦北岸の出島台地を研究地にとりあげ，調査観測

を続けている。これまでに地下水の存在場としての地質条件，またそこでの地下水の流動系を明ら

かにし，それらと水質形成機構の関係を追求している。

　2．山地災害の素因としての山体地下水の動態を現地観測並に模型実験により追求している。こ

れまでに斜面表層部の水分挙動に関する研究は多いが，山体内部における地下水の挙動は未知の点

が多く，継続課題としている。

ユ）新藤静夫，石川力＊（1985）　霞ヶ浦北岸台地，出島地域における地下水流動系の解析（第二

　報），日本地下水学会会誌　27，No．4，157－170．

2）新藤静夫，唐常源（1986）　霞ヶ浦北岸台地，出島地域における地下水流動系の解析（第三報），

　文部省「環境科学」特別研究，地域環境要因としての地下水研究班．

3）新藤静夫（1985）　地下水汚染問題における地形，地質要因のとり扱いについて，第四回環境

　科学合同研究発表会演旨．

高野健三（生物科学系）

1．放射性廃棄物の海洋処分のための基礎研究として，1984年7月に北緯30度，東経147度付近に

設置した流速計群を，1985年7月に剛又した。記録の一部を解析した緒果は，8月にハワイで開か

れた国際研究集会で発表された。2．海のエネルギーの複合利用のあり方を考察した。3、黒潮の

運動エネルギーを有効に利用するための基礎研究として，流速の短周期変動の数値シミュレーショ

ンを行った。4．東シナ海の海流・水温・塩分の分布の数値シミュレーションに着手した。5．フ

ランスで開かれた「世紀末の技術革新とともに，人間はどのように生きればよいか」研究集会で招

待講演を行い，討論に参加したあと，数値計算法の講義をした。

高原榮重（農林工学系）

　1植物の大気浄化機能に関する研究として，1）樹林の汚染ガス暴露実験，2）国道16号線（野
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田市内）での樹林帯の汚染ガス拡散の連続測定を行った。（共同研究）

　2．日本の都市アメニティの特質に関する研究として，外国と日本の都市について都市アメニティ

に関してアンケート調査を行い解行した。（共同研究）

　3．自然環境の人為的破壊による砂漢化の防止およびその文化的影響について文献調査及び現地

調査を行った。（共同研究）

1）高原榮重他8名，自然環境の人為的破壊による砂漢化の防止およびその文化的影響に関する研

　究，学内プロジェクト報告（ユ984）43，昭和61年3月，筑波大学

2）高原榮重，三沢彰瑞，植田洋匡＊，藤原喬＊，井上忠佳＊，阪井清志＊，田代順孝＊植物の大気

　浄化機能に関する調査，昭和60年9月，土木研究所資料2256号

3）渡部与四郎，高原榮重，田島学，日本の都市アメニティの特質について第4回環境科学合同研

　究発表会講演要旨集，16，昭和60年11月！2日，広島大学環境科学研究科

谷村秀彦（社会工学系）

　文部省科学研究費一般（B）「地域施設の水準評価に関する研究」により，千葉県柏市では図書

館利用，広島県においては医療施設利用を事例として調査研究を実施した。また，昭和59年度日本

建築学会賞（論文部門）を受賞した。

1）谷村秀彦（ユ985）　マルコフ連鎖モデルによる医療施設利用過程の解析，日本建築学会地域施

　設計画研究3，155－！60．

2）谷村秀彦，植松貞夫＊，河村芳行，緒方みどり＊（1985）　公共図書館の配置計画に関する基

　礎的研究，日本建築学会大会学術講演梗概集，519－522．

3）谷村秀彦，梶秀樹，池田三郎，腰塚武志（1986）　都市計画数理，朝倉書店，205pp．56－95．

土　肥　榑　至（芸衡学系）

　文部省科学研究費一般（B）「住宅地の居住環境と定住動向の関連構造の把握に関する研究」（代

表土肥博至）の最終年度として，研究成果をとりまとめ，報告書を作成提出した。

　筑波研究学園都市の市街地形成過程の研究，都市近郊農村地域の都市化に関する研究を続行した。

また，これまでの住宅地計画についての研究成果を，著書としてまとめた。

1）土肥博至，若林時郎，馬越正哲（1985）　住民のコミュニティ意識からみた郊外住宅地の特性

　に関する研究，日本都市計画学会学術論文集20，205－210．

2）土肥博至（1986）　住宅地の居住環境と定住動向の関連構造り把握に関する研究，科研成果報

　告書，！－126．

3）土肥博至，鎌田元弘，筒井義冨＊，青木繁＊（1985）　都市近郊農村地域における環境計函の

　研究，日本建築学会大会学術講演梗概集，6065－6072．

4）若林時郎，土肥博至，馬越正哲（1985）　筑波研究学園都市の都市形成過程に関する研究X，

　日本建築学会大会学術講演梗概集，7097イ100．
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5）土肥博至（ユ985）　住宅地の計画と設計，新建築学大系編集委員会編「新建築学大系20住宅地

計画」，彰国社，東京，372pp．1－220．

中　村　以　正（応擢生物化学系）

　大学等における実験廃棄物処理技術の適性化について，既存の技術を比較検討し，間題点を指摘

した（1）。し尿。下水処理施設の汚泥の処理。再資源化のシステムについて調査し，処理施設の設

計の基礎資料を集成した（2）。接触グロー放電電解反応を用いた水溶性高分子物質の分解機作につ

いて検討した（3）。

1）申村以正（1986）　実験廃棄物の常駐処理について，大学等廃棄物処理施設協議会会報3，29

　－32．

2）中村以正，松澤毅ほか（1986）　リサイクルセンター実施設計調査報告書（財）クリーン。ジャ

　パン・センター，143pp．

3）　Kokufuta，E．、T．Shibasaki，I．Nakan汕ra，K．Harada，’T．Sodeyama　（1985）　Degradation　of

　Po1yethy1ene　Glyco1in　a　Loca1ized　Reaction　Zone（玉uring　G1ow　Discharge　E亘ectro1ysis，∫C加肌．

　∫06．，Cんθ例、Co肌仰o〃〃．，！00－102、

藤　願　喜久夫（社会医掌系）

　食品関連の発癌物質について，その発癌性に関する定量的検討を試みた。特に蛋白性食品の加熱

により自然に産生される，Trp－P－！，Trp－P－2などの発癌性と，OPP－Naなどの合成食品添加物

の発癌性とを，夫々の動物実験による発癌成績よりWeibu1lモデルを用いて算出されたVSl）によ

り比較せる結果，これらの合成添加物は自然発癌物質に比して，かなり低いことを認め，又その実

用範囲の濃度では，そのリスクファクターは10…16以下のものであることを知った。

1）Fujiwara，K．（ユ985）Review　on　food　safety－Japar一，Safety　assess狐ent，Intemational　Life　Sci－

　eBceInstitute，7－16．

2）藤原喜久夫（！985）　発癌物質の安全性管理について，化学品安全　3，（3）1－7．

3）藤原喜久夫，小池和子，林芳郎＊，安武重雄＊（工985）腸炎ビブリオ食申毒の予防に関する基

　礎的研究，臨床と微生物，16，（2）212．

4）藤原喜久夫（1985）　総合衛生公衆衛生学（改訂第2版）編著　南江堂．

5）藤原喜久夫（1985）　先進国における安全性評価の背景と現状，安全性評価，9・一19．

吉題冨勇（庵鰯生鞠化学系）

①土壌による環境浄化機構一土壌申のバイオマス、土壌動物相の変動，有機塩素系化合物の挙動，

有機ヒ素化合物の挙動，粒化土壌を用いた汚水処理，②生物的空中窒素固定一土壌の生産性機能の

発現に重要な役割を果たしている生物的窒素供給のメカニズム解明，③根圏微生物の働き一植物根

圏でリンの吸収に役立っていると思われるミコリザ，連作障害防止に関与していると推定される拮
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抗微生物の研究

ユ）吉田冨男（ユ985）　土壌の浄化機能とその利用について，地水と井戸とポンプ　27（8）：2－

　13．

2）Vacharotayan，S．and　Yoshida，T．Eds．（1985）Utilization　of　Organic　Waste　Materia1s1n　Agri－

　cult岨e．NRCT－JSPS　pp，228．

3）Takamatsu，T．，Nakata，R，，Yoshida，T，and　Kawashirna，M．　（1985）Depth　profi亘es　of　dimethy1－

　arsinate，monoethy旦arsonate，and　inorganic　arsenic　iΩsediment　fro㎜Lake　Biwa．Jap．J．Limno146：

　93－99，

4）服部勉。西尾道徳・木村真人・吉田冨男。甲斐秀照・早野恒一（1985）　土壌微生物，日土肥

　誌56：499－509．

山　中　　　啓（庵用生物化学系）

1．光合成細菌の生化学と環境科学への応用

　〃od。奴〃㎝㎝α3α〃oρ舳αM402菌の芳香族アルコール脱水素酵素，芳香族アルデヒド脱水素酵

素の酵素化学的研究，光合成細菌を用いる高アンモニア廃液からのリンの除去

2．マツノザイセンチュウ捕捉菌による線虫の認識機構，認識物質としてのレクチンの蛍光抗体法

による検出とレクチンのモノクローナル抗体の作製

糸貿　黎（農林学系）

南アルプス。スーパー林道を研究対象とした，3カ年にわたる環境科学特別研究「森林の開発と自

然保護をめぐる環境政策の総合的評価。検討」の取りまとめを行った。

　筑波研究学園都市や周辺農村，霞ヶ浦，北浦，鹿島灘等の緑地，景観，自然保護問題について，

緑地管理，景観管理的な観点からの研究を実施した。

1）糸賀黎（1985）　森林の開発と自然保護をめぐる環境政策の総合的評価。検討一研究の概要と

　総括，「環境科学」特別研究報告集，環境の理念と保全手法（第3分冊の3），69－102

2）糸賀黎，藤井英二郎（1985）　筑波研究学園都市の居住環境と周辺農村部の伝統的環境保全シ

　ステム，農村計画学会，昭和60年度学術研究発表会要旨集，24－25

3）藤井英二郎，糸賀黎（1985）　筑波研究学園都市周辺農村の伝統的空間構成とその変化，農村

　計画学会，昭和60年度学術研究発表会要旨集，22－23

4）糸賀黎，李基徹（1985）　筑波研究学園都市の公園緑地におけるアカマツ林のレクリェーショ

　ン的利用と林床について，筑波の環境研究9，79－84

5）糸賀黎（1985）　地域を支える環境資産，日本造園学会編，「環境を創造する」（日本放送出版

　協会），46－57

6）糸賀黎他（1984）　北浦。鹿島灘県立自然公園候補地学術調査報告書，芙城県環境局環境管理

　課
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岩　崎　駿　介（社会工学系）

　私は最近とみに，空間の「形態」よりその形態を要請し，可能にしているその背後にある「生活」

に興味を持ち，その「生活」がどんな社会構造に支えられているのかに関心を集中させている。現

代の社会構造，すなわち現代社会の特性をとらえるにあたって，私は次の三つの角度から研究をお

こなっている。（ユ）環境資源問題，（2）第三世界の問題，あるいは甫北問題，（3）精神と物質

の相互関係の問題。

1）激しい社会変動の中で，子供の人問としての自律能力を信頼することについて。高齢化社会に

　むけた子供の環境調査報告書11（横浜市高齢者対策室）亙30－139P

2）都市の美しさと現代121世紀への都市政策　現代総合研究集団シリーズ12，72－86P

3）進むべきか進まざるべきか．日本国際ボランティアセンターTr1a1＆Error58

4）水は心の鏡。都市と水路空間（第2回東アジア建築都市計画国際会議報告資料集）

5）地域自治体にとっての規制の意味．地方自治体通信191，16－21P

鵜野公郎（社会工学系）

、昭和60年度の学術研究は，プロジェクト研究と個人研究に大別される。プロジェクト研究として

は，文部省科学研究費特定研究（1）「多目的総合統計データバンク・プロジェクト（略称MUSE）

の総括班を務めた。本特定研究は昭和58年度から3ヵ年にわたって実施された。本年度は研究集会

を11月に開催した他，研究代表者会議，運用ルール委員会，ネットワーク委員会等の専門委員会を

頻繁に開催した。プロジェクト・メンバーは約100名。

　本年度の研究の特色としては次の諸点があげられる。①大学間の統計データ。コミュニケーシ’ヨ

ンについての技術的目途を得たこと。②統計データベースおよびプログラムの著作権について文化

庁における検討を基礎として明らかにしたこと。③大学研究者の統計データベース蓄積状況につい

てアンケート調査を完了したこと。

　個人研究としては下記の発表およびモノグラフの刊行を行った。“Resource　A11ocation　by　Socia1

Purpose　and　the　Input■Output　Framework、”I耐emationa1Meeting　on　Prob1e㎜s　of　Compilation　of

卜O　Tab1es．1985．　“Socia1，Economic，and　Environmental　Statistics，”Intemationa豆Association　for

Research　in　Inco狐e　and　Wea1th，1985．

1）Uno，Kimio、（1985）　“The　Stmct至1re　of　a　Mu1tisector工ndusをry　Mode1of　Japan　COMPASS■Indus－

　try　Version1．”『統計データバンク研究の課題と方法（4）』，222－243．

及川武久（生物科学系）

1．物質生産モデルを基礎とした陸上生態系の解析

　黒岩（1966）の植物群落の生産量を求める式を基礎として，森林のコンパートモデルをマイコン

内に構築し，陸上生態系の解析を進めている。
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2、シラカシ幼樹の耐陰性に対する実験的研究

　5段階に調節した被陰区を設け，シラカシ幼樹の生長と，それにともなう光合成，呼吸の季節変

化を測定。

1）遠藤明男グ及川武久（1985）　生育光条件を異にするシラカシ幼樹の光合成。蒸散特性，日

　本生態学会誌　35；123－3！．

2）及川武久（1985）　陸上生態系の炭酸ガスについて，気象　29；34－39，

3）Oikawa，T　（！985）Simu玉ation　of　forest　carbon　dynamics　based　on　a　dry－matter　proωction　mod－

　e王．！．　Fundamenta1服odel　stmcture　of　a　tropica1rainforest　ecosyste狐．Bot．Mag．Tokyo98；225－

　238、

掛谷　誠（歴史画人類学系）

　「申央アフリカ。ウッドランド帯における狩猟採集民，農・牧民の社会生態学的研究（第二次）」

のテーマで，科研費を得て調査隊を組織し，研究代表者として総括するとともに，北部ザンビアの

焼畑農耕民曲ベンバ族を調査した。また，ひきつづき西タンザニアの焼畑耕民トングウェ族の民族

誌的研究を続けた。

1）掛谷誠（1985）　保健と医療にみられる適応として破綻1，伝統的社会：トングウェの事例を

　申心に，メディアル・ヒューマニティ1，42－48．

2）掛谷誠（1986）　伝統的農耕民の生活構造一トングウェを申心として一，自然杜会の人類学，

　217－248．

熊　谷　良　雄（社会工学系）

　都市防災に関する調査研究としては，昭和60年7月23日に発生した長野市地附山の地辻り災害を

対象として，避難命令の発令。伝達方式，被災者の避難所における生活状況等に関する現地調査を

おこなった。また，東京消防庁火災予防審議会委員として地震時出火に関する調査研究に助言した。

　商業施設計画に関しては，59年度に引き続き，桜村における大型店出店影響調査とその分析をお

こなった。

1）熊谷良雄（ユ985）　屠住環境管理と財政運営，技報堂出版，2．1都市計画と都市防災，2．2都

　市と火災，2．3災害と人間行動，2．7都市安全管理の方向

2）熊谷良雄，佐藤洋平，梶秀樹，小泉允圏（1985）　都市近郊住宅地開発の周辺環境に及ぼす影

　響，第4回環境科学合同研究発表会講演要旨集，68－76．

3）熊谷良雄（1985）　出火危険性の予測，昭和60年度日本建築学会大会防火部門研究協議会資料

　集，日本建築学会，4－9，34－36．

4）熊谷良雄（1985）　都市計画研究のおう勢，都市防災，都市計画137号．
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小　泉　允　圏（社会工学系）

　地方自治体の財政運営を債務負担行為の活用，宅地開発指導要網の施設整備基準曲負担基準の問

題，行政投資の受益と負担の地域別帰着の問題，筑波研究学園都市関係6ヶ町村の財政特別措置の

問題等に焦点をあて研究を進めた。いずれの問題も地方自治体の公共施設の整備。維持管理を財政

制約の中で今後どのように展開していくかを追求するもので，とりわけこれらに関連する制度的な

問題点を明らかにするとともにその改善策について検討したものである。

1）都市の経営，技報堂出版「居住環境管理と財政運営」第3部，P275～366．！985年5月．

2）地方自治体の債務負担行為の実態とその評価に関する研究，日本計画行政学会「計画行政」第

　14号，P27～35．1985年11月．

3）筑波研究学園都市における町村財政運営に関する研究，財団法人地方自治協会，P34～81．

　！985年8月．

佐藤洋平（社会工掌系）

　Urban　Fri㎎eにおける土地利用の調整，森林の有する保健休養機能の評価，農村計画制度，大

規模区画圃場整備の技術的検討，緑農住区開発整備のための計画手法，農村整備計画の成果，非農

用地換地による土地利用秩序形成について研究活動をすすめた。

！）佐藤洋平（1985）　換地計画における非農用地区域の位置選定に関する論理（工），昭和60年

　度農村計画学会学術研究発表会要旨集，44－45．

2）佐藤洋平（1985）　大都市周縁地域の土地利用の課題，農業土木学会誌　53（7），1ト21．

3）佐藤洋平（王985）　農村の土地利用問題と農村政策の課題，農業と経済　5！（！0），32－39．

4）佐藤洋平（1985）　農村の土地利用調整と換地，昭和60年度日本不動産学会学術講演会梗概集，

　233－236．

5）佐藤洋平，梶秀樹，熊谷良雄，小泉允囲（1985）　都市近郊住宅地開発の周辺環境に及ぼす影

　響，第4回環境科学合同研究発表会講演要旨集．

高橋正征（生物科学系）

　海洋では局地性湧昇域（日米協同研究），および外洋の成層水域でプランクトン藻類の増殖応答

のしくみの研究。湖では特定研究「メソコスムによる水域生物相互作用系の実験的解析」の初年度

実験を長野県諏訪湖で実施。国際原子力機構の「沿岸モデリング」専門委員として第1回会合（オー

ストリア，ウイーン）に参加。

1）　Takahashi，M．、K．K量kuchi＊，Y．Hara　（1985）　The　importance　of　picocyanobacteria　bio㎜ass

　（unicd～1ar　b正ue　greeΩaigae）in　the　phytop五ankton　population　of　the　coasta1waters　of　Japan，

　Mar三ne　Bio1ogy89，63－69．

2）Kishino，M＊．．M．Takahashi，N，Oka㎜i＊，S．Ichimura＊　（1985）Estimation　of　the　spectra1

　absorption　coefficients　of　phytop正ankton　iηをhe　sea，BuHet言n　of　Marine　Science37，634－642．
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3 ) Toda, H., M. Takahashi (1985) High mortality of jivelines during the summer decline of the 

mysid (Neomvsis intermedia) population in Lake Kasumigaura, Bulletin of the Planl{ton Society of 

Japan 32, 141-148. 

4 ) Ishizaka. J*., M. Takahashi, S. Ichimura* (1986) Changes in the growth rate of phytoplankton 

in local upwelling around the lzu Peninsula, Japan, Journal of Plankton Research 8, 169-181. 

5 ) Furuya, K *., M. Takahashi, T. Nemoto* (1986) Summer phytoplankton community structure 

and growth in a regional upwelling area off Hachijo Island, Japan, Journal of the experlmental and 

marine Biology and Ecology, 96, 43-55. 
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1 ) Tezuka T. (1985) o! -Azohydroperoxide as a new reagent for aromatic hydroxylation and aryla-

tion, The 3rd international Kyoto conference on new aspects of organic chemistry Abstract, 269-

270. 

2 ) Tezuka T., H. Marusawa, N. Narita, K. Ichikawa, M. Jujita (1985) Formation of phenols and 

cliphenyls by photodecomposition of a-azohydroperoxide in aromatics, The 12th International con-

fcrence on photochemistry Abstract, 4.92, 
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物生理学会第26回シンポジウム，45．

藤井宏一（生物科掌系）

主に以下の課題について研究した。

（1）捕食者の機能的反応に記述する一般式の開発。

（2）寄生蜂（Dinamus　basa1is）の種内・種間両競争の機構。

（3）豆象虫における種内・種間両競争の機構。

！）Shimada，Ml＊．，K．Fujii（1985）Niche服odification　and　stabi1ity　of　con叩etive　systems．1．Niche

　modification　process．Rescarches　on　PopuIation　Ecology27，185－201．

2）　Sh｛mada，M＊．，K．Fujii　（1985）　Niche㎜o〔1ification　and　stability　of　competitive　systenls．1．

　S三mu1ation　model　ana1ysis．Researc至ユes　on　Popu1ation　Ecology27，217－230．

3）藤井宏一（1986）　個体群の成長と調節，他，岩城英夫編著「生態学概論」，放送大学教育振

　興会，東京，245pp．59－66，他．

松本栄次（地球科学系）

①ブラジル北東部の熱帯気候下における農牧的土地利用によって生ずる生態系の変化に関して前年

度に行なった海外調査で得た諾資料の分析を行なった。とくに湿潤熱帯気候下の台地上に発達する

貧弱な砂質土壌“白砂”の生成条件について検討した。

②学内プロジェクト研究「森林流域における流出機構と物質循環に関する研究」を分担し，農林技

術センター野辺山演習林内の一一流域における斜面土層の構造と特性について調べた。

1）松本栄次（1985）　自然地理学の進歩と地理教科書，地理月報　326，3－4，

2）松本栄次，望月倫博（1986）　筑波山塊南部，小桜川源流，谷頭部の土層構造と地申水の挙動，

　農林水産業における自然エネルギーの効率利用技術に関する総合研究昭和60年度報告書，17！－

　192．

3）Mats㎜1oto，E、，T．Watanabe（1986）Site　conditions　and　the　fomlation　of　white　sand　in　North－

　east　Brazil，LatiΩAmerican　Studies8，31－48．

森下豊瑠（応用生物化学系）

　1）塩分およびイオンストレスに対する植物の抵抗性機構の解明とその強化（熱帯農林特別プロ

ジェクトおよび文部省科研一般C）

2）出島台地の土壌水の水質形歳過程（文部省科研環境特研）1985年度においては，上記の研究課

題を中心として活動すると同時に，筑波アジアセミナー・および，FAO主催の下水処理水の灌概利

用に関する国際セミナーに招待参加した。

1）香川邦雄，菅沼浩敏，森下豊昭，太田安定（ユ985）　イネ科・マメ科牧草の収量と有機。無機

　組成に及ぼす灌概水の塩分濃度の影響，日本土壌肥料学雑誌　56，147－152．
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2）Tachibana，Y．，Morishita，T．，and　Ohta，Y．（1985）Mechanis服of　a1uminum　to1erance　among　crop

species　and　cωtivars，Report　of　SpeciaI　Research　Project　on　Tropical　Agricu1t岨a1Research，4，7－

　11，University　of　Tsukuba

3）Morishita，T．（1985）　Use　of　organic　wastes　and　biotechnologies　for　crop　production　in　Japan，

　Proceeding　of1985Tsukuba　Asian　Seminar　on　Agricu1tura1Education，Associate　Center　of　Unesco

activities，University　of　Tsぴkuba

4）　Morishita，T．（1985）　Environmenta玉hazards　of　sewage　and　industria1eff1uents’in　irrigated

far臓1ands　in　Japan，Transaction　of　FAO　Regiona玉Se狐inar　on　the　Treatment　and　Use　of　Sewage

eff玉ue耐for　Irrigation，October！985，Mcosia，Cyprus，FAO．

5）太田安定，森下豊昭，橘泰憲，岩橋誠　共訳（1985）　植物の環境と生理プFitterandHay著，

学会出版センター

安　囲　八十五（社会工挙系）

　60年度は主に大規模公共プロジェクト及び環境経済政策の社会的効率性の総合評価に関する社会

的便益費用分析による実験分析を中心に研究活動を行なった。経済政策学会及び地場学会で研究発

表を行なった。

1）安田八十五（！985）　ローカル・デポジット実験の経済性分析，月刊廃棄物，11，122－！28

2）安田八十五（1985）　港湾都市の再生と活性化一小檸と横浜からの教訓一，日本港湾経済学会

　年報，23，29－34

3）安田八十五（］985）　総合評価の欠落したアセスメント，！92，52－55

4）安田八十五（1986）　不要な東京湾横断道路をなぜ急ぐ一むしろ東京湾の再生を一，エコノミ

　スト，64，42－48

若林時郎（社会工学系）

　筑波研究学園都市の都市化過程研究として，民有地及び計画住宅地を対象とした市街化実態調査

を行った。また，同都市に関するこれまでの調査研究を基にして，下記論文5）を執筆し，1986，1

に東京大学より工学博士の学位を授与された。

1）若林時郎，土肥博至，馬越正哲（ユ985）　筑波研究学園都市における民有地の市街化に関する

　研究4，日本建築学会関東支部研究報告集〈計画系〉389－396．

2）若林時郎，土肥博至，馬越正哲（1985）　筑波研究学園都市の都市形成過程に関する研究1，

　日本建築学会大会学術講演梗概集F，193－96．

3）若林時郎（1985）　筑波研究学園都市の計画過程に関する研究その1，日本都市計画学会学術

　研究論文集，44ト450．

4）土肥博至，若林時郎，馬越正哲（1985）　住民のコミュニティ意識からみた郊外住宅地の特性

　に関する考察，日本都市計画学会学術研究論文集，20ト210．
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5）若林時郎（1985）　筑波研究学園都市におけるマスタープランの策定過程とその機能。役割に

関する研究，学位請求論文　555pp．

安仁屋　政　武（地球科学系）

　8月～9月にかけて，アイスランドで開かれた国際氷河学会で，パタゴニアの氷河について発表

した。11月から1月にかけて，南米チリ，パタゴニアで氷河と氷河地形の現地調査，および空中写

真撮影を行なった。

！）An1ya，M、（1985）Conte㎜porary　erosion　rate　by　landsMing　in　Amahata　River　bas1n，Japan，

　Zθ〃50〃ゲ左1仇γgθσ肌oゆんolo鮒N．F．29，30ユー一一314．

2）Aniya，M．，Etaya＊，Ml．，aηd　Shimoda＊，H．（1985）Evaluation　of　Landsat　data　for　lands1ide　iden－

　tification　as　a　means　for　watershed　manage㎜ent，∫㎝閉α1ψ肋θ∫ψα〃∫oc加妙ψ〃0亡0gγα榊舳”ηα〃d

　榊・τθ・舳伽g24（4）、17－2！．

3）Aniya，M．，and　Enomoto，H．（1986）Recent　g1acier　variations三n　the　Patagonia　Northem　Icefield，

　Tγα〃8α肋㎝∫，〃α燃θgθ㎝o榊oloψα1舳｛㎝7，41－56．

天　囲　高　自（農林工学系）

1）山地河川の土砂流出機構に関する研究

　河川地形の有する土砂貯留効果について研究した。

2）閉鎖性水域の環境保全対策策定手法（文部省科学研究費。環境科学特別研究分担課題）

　水系管理の観点から霞ヶ浦の環境保全対策のあり方を検討した。

1）Amada　T．（1985）Prediction　of　sediment　discharge　for　rivers　with　high　storage　effects1n　moun－

　tainous　regions，Proc．Int，Sympo．Erosion，Debrisf1ow　and　Disaster　Prevention，E，C．El　S．J．PP121

　－126．

2）天田高白（1985）　洪水と土石流，江崎春雄，岸上定男，井上嘉幸編著「水と土と緑のはなし」

　技報堂出版，pp36－52．

夫橋　カ（応用生物化学系）

　文部省科学研究費環境科学特別研究「多次元物理計測法による環境情報の収集・解析に関する基

礎研究」における分担課題“音環境に対する人の感受性について”を日本音響学会聴覚研究会で発

表（85．6）。文部省科学研究費特定研究「生物の適応戦略と社会構造」の研究会議で“祝祭と葛藤

制御”を発表（85．！0）。インドネシア・バリ州に2回にわたり実地調査（8515および12）を行い，

“祝祭空間の情報論”を日本人類学会・民族学会連合大会で発表（85．11）。国際シンポジウム

EXPO’85の分科学「もうひとつのエコシステム観を求めて」のキー・ノート・スピーチを行った（86．

2）。

1）大橋力，猪原真知子＊，河野正文＊，河合徳枝＊（1985）　宮脇の水と祭り一大井八幡連合に
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1 ) Kokufuta E., K. Saito (1985) Synthesis of divlnylbenzene-crosslinked terpolymer consisting of 

hemin, styrene, and lvinyl-2methylimiclazole as cyanide ion exchanger, Polym. Bull, 14, 93-98. 

2 ) Kokufuta E., K. Saito, (1986) Divnylbenzene-crosslinked terpolymer conslsting of hemin, 

styrene, and 2methyl5viny]p~_'1-iedee as cy. anide ion exchanger. Preparation of the polymer in 

the form of beads by suspension polymerization, J. Appl. Polym. Sci. 31, 355-362. 

3 ) Kokufuta E., T. Shibasaki, T. Sodetama, K. Harada (1985) Simultaneously occurring hydroxyla-

tion, hydration, and hyclrogenation of the C=C bond of aliphatic carboxylic acid in aqueous solu-

tion by glow dischal~ge electrolysis, Chem. Lett. 1569-10r72. 

4 ) Kokufuta E_, T. Shibasaki, I. Nakamura, K. Harada, T. Sodeyama (1985) Degradation of 

polyethy'lene glycol in a localized reaction zone during g_lovv discharge electrolysis, J. Chem Soc 

Chem. Commun. 100- 103. 
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5）Kokufuta　E．，K．Takahashi（！986）Adsorption　of　po1y　（dia11y童dimethyIanユ㎜onium　chloride）on

co1旦oid　si1ica　from　water　and　sa1t　so1ution，M1acromo1ecu1es19，351－354．

下條信弘（社会医学系）

　1）文部省科学研究費補助金で「有害金属の脳血液関門通過に影響を与える因子解明の実験約研

究」の研究を行った。

　2）学内プロジェクトで「有機水銀の脳血液関門通過に影響を与える因子解明の実験的研究」の

研究を行った。

　3）厚生省生活衛生課水道環境部の「徴量有害物質環境汚染緊急実態調査」に参加し研究した。

　4）日本海難防止協会「有害液体物質等処理対策調査」に参加して報告書を作成を行なった。

ユ）K．Suzuki，H．Uehara，H．Sugana，N．Shimcjo　（ユ985）玉nduction　and　detection　of　a　third　isometa夏一

　1othionein（MetaHothionein－E）in　rat　liver，Toxico1ogy　Letters，24，！5－20，

2）佐野憲一，下條信弘，渡辺博旦，山口誠哉（ユ985）　マンガンの脳室内投与におけるダイコク

　ネズミヘの影響，医学と生物学，110，145－148．

3）渡辺博旦，下條信弘，佐野憲一，山口誠哉（ユ985）　塩化メチル水銀のダイコクネズミ側脳室

　内持続投与後の水銀の体内分布，医学と生物学，m，187－190．

4）下條信弘（1985）　新薬物療法，上田泰，清水喜八郎，春見建一編「水銀」，メジカルビュー杜，

　東京，P790．

田瀬則雄（地球科学系）

　文部省在外研究員として60年2月より12月までアメリカ合衆国，主にコロラド州立大学に滞在し

た。課題は半乾燥の水文現象とその確率論的解析手法に関する研究であったが，アメリカの環境問

題，特に地下水汚染に関する資料や現地見学なども行なった。

　環境科学特別研究「地域環境要因としての地下水」では，茨城県出島台地において地中水の挙動

と水質の観測を行なった。

ユ）田瀬則雄。立川当（1985）　簡易空中写真による水域調査について，筑波の環境研究　9，93

　－99．

2）市川当。田瀬則雄・高山茂美（ユ985）　中禅寺湖に流入する湯川の潜入地点，筑波大学水理実

　験センター報告　9，89－94．

3）雷浦豊・田瀬則雄（1985）　粘性土における間隙水圧と流速の平衡化プロセスに関する実験的

　研究，筑波大学水理実験センター報告，9，73－81，

4）　Tase　N．，K．Fujii　（1985）　Behaviors　of　zero　f1敬x　plane　in　the　unsaturated　zone　of　the　l）ejima

　area，Ibaraki　Prefecture，during　an　extreme亘y　dry　year　ofユ984，Ann，Rep．，Inst，Geosci．，Univ．Tsu－

　kuba11，15－！8．
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吉　川　博　也（社会工学系）

　本年度は，都市分析に対する文化生態学的接近の研究を中心としておこなった。これは都市環境

を単にフィジカルな側面にのみ限定せずに社会基盤，文化を含めた視野からの研究である。都市に

表われている構造を通して，当該都市を形成してきた集団意識，さらには深層意識を読み取り，そ

の潜在的価値の総合的分析を目的としている。

ユ）吉川博也（1985．6）　那覇研究，都市分析の新しい地平（1）

　I．都市文化生態学序論，地域開発249号，63－74

2）吉川博也（1985．7，8）　那覇研究，都市分析の新しい地平　21，（3）

　I．那覇都市誌（そのユ）（その2），地域開発250，251号，60－77，60イ4

3）吉川博也（1985．9）　那覇研究，都市分析の新しい地平（4）

　㎜．意外な結果，住みやすい不良住宅街，地域開発252号，65－86

4）吉川博也（1985．11）　那覇研究，都市分析の新しい地平（6）

　V．都市の象徴空間，地域開発254号，49－63

5）吉川博也（1985．12）　那覇研究，都市分析の新しい地平（7）

　V1．都市空間の解読，地域開発255号，23－40

中村　　徹（農林学系）

　スキー場植生の研究。いわゆる「里山」の高度利用を図るため，冬期，スキー場として利用する

ことの意義と問題点を論じた。

　いくつかの森林の生態学的研究。筑波のアカマツ林内に発芽するアカマツ実生稚樹の個体群動態

を調査した。このアカマツ林と，東京。目黒のクロマッ林，長野県野辺山のミズナラ林で生態学的

調査を継続しておこなった。

1）中村徹（ユ985）　スキー場としての里山利用・管理の事例

　　　新潟県長岡市　　，農村整備方策地域類型検討調査報告書（I），116－32
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